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東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
民
共
通
の
財
産

で
あ
る
国
有
林
の
管
理
経
営
を
通
じ
て
、「
公

益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
」
「
林

業
の
成
長
産
業
化
・
地
域
振
興
に
向
け
た
取

組
」
「
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
山
地
防
災
力

の
強
化
」
と
い
っ
た
役
割
を
確
実
に
果
た
せ

る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

４
月
15
日
に
公
表
し
ま
し
た
重
点
取
組
事

項
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の一層

　
の
推
進

⑴
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

◯
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に

発
揮
し
て
い
く
た
め
、
現
地
の
状
況
に
応

じ
た
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
を
推

進
し
ま
す
。
天
然
生
林
は
適
切
に
保
全
す

る
と
と
も
に
、
車
道
か
ら
距
離
が
近
い
等

の
条
件
の
よ
い
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は

主
伐
・
再
造
林
を
積
極
的
に
進
め
、
そ
れ

以
外
の
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は
適
切
な

間
伐
等
を
実
施
し
つ
つ
、
育
成
複
層
林
化

等
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

◯
野
生
生
物
の
生
育
・
生
息
場
所
や
移
動
経

路
の
提
供
等
、
生
物
多
様
性
の
保
全
上
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
渓
流
沿
い
等
の

森
林
に
つ
い
て
は
、
路
網
が
近
い
人
工
林

で
あ
っ
て
も
、
間
伐
を
繰
り
返
し
て
針
広

混
交
林
へ
誘
導
し
ま
す
。

⑵
病
虫
獣
害
対
策

◯
東
北
森
林
管
理
局
管
内
は
病
虫
獣
害
の
先

端
地
域
で
あ
り
、
シ
カ
の
被
害
防
止
及
び

生
息
域
の
拡
大
防
止
に
向
け
、
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
生
息
域
の
監
視
、
委

託
に
よ
る
捕
獲
、
防
鹿
柵
の
設
置
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

◯
森
林
病
害
虫
に
対
し
て
は
、
日
常
的
に
森

林
保
全
巡
視
を
行
い
、被
害
の
早
期
発
見
、

早
期
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
・

市
町
村
等
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
広

域
的
な
対
応
を
推
進
し
ま
す
。

　
２
林
業
の
成
長
産
業
化
・
地
域
振

　
興
に
向
け
た
取
組

⑴
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
林
業
の
低
コ
ス

ト
化
の
取
組

　

戦
後
に
造
成
さ
れ
て
き
た
人
工
林
が
利
用

期
を
迎
え
て
お
り
、
森
林
資
源
を
循
環
利
用

し
、林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
事
業
実
施
は
も
と
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
、
資

フォワーダによる効率的な苗木の運搬
（一貫作業システム）

オルソ化した画像と GIS による
面積確定イメージ

海岸林での薬剤の地上散布
（松くい虫被害対策）

早池峰山高山帯での高山植物保護のための柵設置
（ニホンジカ被害対策）
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源
管
理
や
生
産
管
理
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
林

業
」
を
推
進
し
、
早
生
樹
の
利
用
に
向
け
た

技
術
開
発
等
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑵
森
林
経
営
管
理
制
度
へ
の
貢
献

　

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ
れ
、
国
有
林
に
お

い
て
も
こ
れ
ら
の
制
度
が
円
滑
に
機
能
す
る

よ
う
、
今
年
度
か
ら
樹
木
採
取
権
制
度
が

⑷
木
材
利
用
の
推
進

　

木
材
利
用
は
、炭
素
の
貯
蔵
、エ
ネ
ル
ギ
ー

集
約
的
資
材
の
代
替
、
化
石
燃
料
の
代
替
の

３
つ
の
面
で
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
森
林
管
理
局

で
は
、
治
山
や
林
道
の
土
木
構
造
物
や
、
庁

舎
等
へ
の
木
材
の
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

⑸
国
民
の
森
林
と
し
て
の
活
用

◯
特
に
魅
力
的
な
自
然
景
観
を
有
す
る
な
ど

の
点
か
ら
選
定
し
た
「
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」
に
お
い
て
、
外
国
人
利

用
を
意
識
し
た
情
報
発
信
や
、
局
署
の
Ｈ

Ｐ
掲
載
内
容
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

◯
天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
伴
う
慶
祝
行
事

等
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林
野
が
所
在
す

る
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
有
林
野
に
お
い
て
記
念
分
収
造
林

を
実
施
し
ま
す
。

　
３
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
山
地
防

　
災
力
の
強
化

⑴
令
和
元
年
度
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19

号
）
被
災
へ
の
対
応

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19
号
）

に
よ
り
、
東
北
森
林
管
理
局
管
内
で
は
宮
城

県
・
岩
手
県
を
中
心
に
広
域
的
に
山
地
崩
壊

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
職
員
の
森
林
総
合
監
理
士
等
に
よ
る

市
町
村
行
政
へ
の
技
術
的
支
援
、
研
修
等
の

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
を
通
じ
た
民
有
林
に
お
け

る
人
材
育
成
や
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整

備
に
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
き
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

⑶
林
産
物
の
安
定
供
給

　

適
切
な
森
林
整
備
等
の
結
果
得
ら
れ
た
木

材
を
、
新
た
な
需
要
拡
大
・
加
工
・
流
通
等

に
取
り
組
む
製
材
工
場
等
と
協
定
を
締
結

し
、
安
定
的
に
供
給
す
る
「
安
定
供
給
シ
ス

テ
ム
販
売
」
等
を
通
じ
て
、
計
画
的
、
安

定
的
に
供
給
し
ま
す
。
ま
た
、
民
有
林
か
ら

安
定
供
給
が
期
待
し
に
く
い
青
森
ヒ
バ
等
の

特
産
樹
種
や
高
齢
級
人
工
林
材
の
計
画
的
な

供
給
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
や
家
具
等
に
利
用
で
き
る
広
葉
樹
材
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

下刈機械現地検討会の様子

ユリノキ（早生樹）植栽試験スマートフォンを用いた素材検知の実証実験

台風第 19 号災害への応急対策（岩手県久慈市）

計画的、安定的に供給されるスギ丸太木製残存型枠（治山事業）
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等
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
向
け
て
、
治
山
対
策
を
迅
速
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
し
た
林
道
の
復
旧

事
業
を
迅
速
に
実
施
し
ま
す
。

⑵
多
発
す
る
山
地
災
害
へ
の
対
応
　

◯
近
年
で
は
台
風
や
前
線
に
伴
う
局
所
的
な

集
中
豪
雨
等
に
よ
り
、
山
地
災
害
が
頻
繁

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て
、
荒

廃
山
地
の
復
旧
や
、
早
急
に
治
山
対
策

が
必
要
な
山
地
災
害
危
険
地
区
等
に
お
い

て
、
治
山
施
設
の
設
置
や
機
能
強
化
、
老

朽
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
早

急
に
流
木
対
策
が
必
要
な
森
林
等
に
お
い

て
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置
等
の

総
合
的
な
流
木
対
策
を
確
実
に
実
施
し
ま

す
。

◯
災
害
が
発
生
し
た
（
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
）
場
合
に
は
、
上
空
か
ら
の
状
況
把
握

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
地
方
公
共
団
体

と
合
同
で
調
査
す
る
な
ど
に
よ
り
迅
速
に

調
査
し
、
二
次
災
害
の
危
険
性
や
応
急
対

策
な
ど
の
必
要
性
が
確
認
で
き
た
場
合
に

は
、
迅
速
な
応
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

◯「『
み
ど
り
の
き
ず
な
』
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
民
間
団
体
と
連
携
し
て
植

栽
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
、
延
べ
70
団
体
が

合
計
25
．63 

ha
で
植
栽
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
は
、
4
団
体
が

東
松
島
市
矢
本
西
・
矢
本
地
区
0.8 

ha
で
植

樹
活
動
等
を
実
施
し
て
植
栽
は
完
了
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
民
間
団
体
に
よ
る
保

育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◯
国
有
林
・
民
有
林
に
関
わ
ら
ず
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
際
、
国
や
地
方
公
共

団
体
等
に
よ
る
山
地
災
害
等
対
策
業
務
の

迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
山

地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
等
を
編
成

し
、
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

⑶
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た

海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生

◯
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
防
災
林

（
ク
ロ
マ
ツ
林
）
や
防
潮
堤
は
、
震
災
以

前
よ
り
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
図
る
た
め
、
海
岸
防

災
林
や
防
潮
堤
の
防
災
機
能
を
早
期
に
復

旧
・
再
生
し
ま
す
。

平成24年度

令和元年度

施工前

施工後

施工前

施工後

県との合同ヘリ調査（山形県沖地震）
令和元年台風第 19 号による林道被害への林道施設

災害支援チームの派遣（宮城県登米市）

植栽した防災林の生育状況 植栽活動（宮城県仙台市）

海岸防災林の復旧状況（仙台湾沿岸地区（令和元年 12 月 19 日））

予防対策（青森県外ヶ浜町） 復旧状況（山形県酒田市）

4May 2020 



　遠
野
支
署
管
内
の
国
有
林
で
山
火
事

　
春
は
気
温
が
上
昇
し
林
内
が
乾
燥
す

る
た
め
、
山
火
事
の
危
険
性
が
高
い
季

節
で
す
。
連
休
中
の
５
月
５
日
に
も
遠

野
支
署
管
内
で
国
有
林
約
0.3 

ha
を
焼
く

火
災
が
発
生
し
、
遠
野
消
防
署
や
遠
野

市
消
防
団
に
よ
る
消
火
活
動
と
岩
手
県

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
放
水
に
よ

り
鎮
火
し
ま
し
た
。
鎮
火
作
業
に
は
署

員
４
名
も
従
事
し
て
い
ま
す
。
森
林
や

周
辺
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
厳
重
な
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
支
署
は
岩
手
県
遠
野
市
東
舘
町
に
所

在
し
、
遠
野
市
の
全
域
と
花
巻
市
の
東
部

地
域
を
管
轄
し
て
、
約
三
万
六
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管
理
経
営
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
ス
ギ
と
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心

に
原
木
換
算
で
年
間
約
五
万
㎥
程
度
の
木

材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

⑴
地
域
と
の
連
携
と
協
働

　
当
支
署
で
は
、
遠
野
市
と
花
巻
市
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や
団
体
と
、
お
互

い
の
顔
が
解
り
、
声
が
届
く
関
係
を
大
切

に
し
な
が
ら
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
森

林
・
林
業
だ
け
で
な
く
、
環
境
、
教
育
、

防
災
、
観
光
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
地
域
振

興
等
の
様
々
な
分
野
で
の
連
携
と
協
働
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
早
池
峰
山
周
辺
の
環
境

保
全
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
、
森
林
学

習
等
に
よ
る
教
育
支
援
、
消
防
と
連
携
し

た
山
火
事
対
策
の
強
化
、
環
境
部
局
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
清
掃
活
動
、
国
有
林
野

事
業
で
通
行
す
る
市
道
等
の
整
備
の
た
め

の
併
用
林
道
路
線
の
見
直
し
、
自
治
体
等

へ
の
施
策
的
な
助
言
、
各
種
講
話
の
講
師

派
遣
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
当
支
署
が

開
催
す
る
技
術
検
討
会
等
は
管
内
の
民
有

林
関
係
者
に
も
幅
広
く
声
を
か
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

⑵
情
報
発
信
・
広
報
活
動
な
ど

　
国
有
林
と
当
支
署
の
取
組
に
つ
い
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
理
解
を
得
る
た

め
に
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

発
信
手
法
に
は
、
①
地
方
紙
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
、

②
講
演
会
や
展
示
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
③

掲
示
版
や
広
報
紙
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
な
も

の
な
ど
が
あ
り
、
各
手
法
の
特
性
を
活
か

し
て
多
く
の
方
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
令
和
元
年
度
に
は
、
地
元
で
の
関
心
が

高
い
森
林
鉄
道
に
関
す
る
情
報
発
信
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
去
る
三
月
に
も
、
遠
野

文
化
友
の
会
の
学
習
会
で
遠
野
の
森
林
鉄

道
を
紹
介
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
に
延
期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

開
催
に
備
え
て
追
加
調
査
に
よ
り
資
料
を

拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遠
野
支
署
構
内
に
は
、
戦
前
の

帝
室
林
野
局
遠
野
出
張
所
か
ら
引
き
継
い

だ
古
木
な
ど
多
く
の
樹
木
が
あ
り
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
剪
定

し
、
樹
名
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
散
歩
し

な
が
ら
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
め
る
よ

う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

⑶
地
域
で
の
暮
ら
し

　
管
内
で
は
地
域
行
事
の
数
が
多
く
、

「
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
週
末
は
な
い
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
行
事
が
盛
ん
で
す
。

　
先
月
号
で
紹
介
し
た
遠
野
物
語
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
は
じ
め
、
遠
野
ま
つ
り
や
遠
野

さ
く
ら
ま
つ
り
、
町
民
運
動
会
な
ど
の

様
々
な
行
事
に
署
員
も
参
加
し
て
任
地
で

の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
　

　
公
務
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
得
た
人
と
の
つ
な
が
り
や
知
見
が

当
支
署
の
業
務
の
助
け
と
な
る
こ
と
も
多

く
、
地
域
と
国
有
林
と
の
相
互
理
解
の
促

進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

⑷
貞
任（
さ
だ
と
う
）沢
の
ヒ
バ
林

　
遠
野
市
小
友
町
の
国
有
林
内
の
標
高
八

〇
〇
ｍ
付
近
に
は
、
ヒ
バ
の
再
生
二
次
林

が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す

が
、
南
部
北
上
山
地
の
人
工
林
造
林
地
の

本
来
の
植
生
を
解
く
カ
ギ
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
注
目
し
て
い
ま
す
。

　⑸
遠
野
物
語
一
一
〇
周
年

　
柳
田
邦
男
が
遠
野
郷
の
民
間
伝
承
を
書

き
綴
っ
た
遠
野
物
語
を
明
治
四
三
年
に
発

表
し
て
今
年
で
一
一
〇
周
年
目
と
な
り
ま

す
。
国
有
林
内
に
も
遠
野
物
語
の
「
事
件

の
現
場
」
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
で
開
庁
一
三
二
周
年
目
と
な
る
当

支
署
も
遠
野
郷
の
歴
史
を
担
っ
て
き
た
一

員
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
現
在
の
困
難
な
状
況
を
、
地
域

と
の
連
携
と
協
働
に
よ
り
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美しい森林づくり
困
難
な
と
き
に
こ
そ
地
域
と
共
に

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署満開のカスミザクラ（支署構内）

遠野まつりで神輿を担いだ署員たち

遠野物語
110 周年ロゴ

貞任沢ヒバ再生二次林（小友第三国有林）

ジェットシューターで放水する署員
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痕跡の特定からはじめるニホンジカ対策
森林総合研究所東北支所　高橋　裕史

ー columnー
森のおはなし

ニホンジカをめぐる状況
　東北地方にニホンジカが分布を広げて生息数を増や
しており（写真１）、深刻な農林業被害の発生が懸念
されます。増えすぎたニホンジカの生息数抑制は、関
東以西や北海道のように、食害が看過できないレベル
で発生したり、大きな群れを頻繁に目撃したりする状
況になってから始めたのでは、膨大な労力と時間がか
かり、なかなかうまくいきません。一方、私たちは計
画的にニホンジカを低密度な状態のままに抑制する経
験や実績を持たないため、それを効果的に達成するま
でには相当な試行錯誤が必要になるでしょう。した
がって、ニホンジカの生息数がまだ少ない間に、なる
べく早く生息を検出する技術を確立しておく必要があ
ります。

対策のカギは越冬地
　東北地方でニホンジカが生き延び、生息数を増や
していくためには、厳しい冬をどこかでやり過ごす
必要があり、この越冬地を把握することが対策では
重要になります。積雪によって行動が制約される雪
国では、周辺より積雪が少なく、餌場となるササや
灌木の豊富な伐開地などに隠れ場となるスギ林が組
み合わさった場所が、越冬地としてニホンジカが集
まりやすいことが他地域の事例からわかっていま
す。生息数を抑制するための捕獲を行うにしても、
ニホンジカが少数ずつ散らばっている夏より、越冬
地に集まっている冬の方が、効率的に捕獲できそう
です。

越冬地を見つけ出す
　ある期間ある地点にニホンジカが滞在すると、食
痕や糞、寝跡などの生活痕跡が残ります。冬の間に
残された痕跡を探し、それがニホンジカによるもの
とわかれば、越冬地を特定することができます。ニ
ホンジカとカモシカが混在する地域では、食痕や糞
などの痕跡がどちらのものなのか見た目では正確に
区別できませんが、「ニホンジカ・カモシカ識別
キット」を用いることで確実に判別できるようにな
りました（詳細は、岩手の林業741号を参照）。こ
の方法では、食痕や糞に付着しているDNAを利用

しますが、DNAは時間の経過とともに分解、消失
していくため、なるべく新しい痕跡を見つける必要
があります。
　現在私たちは冬の餌としてニホンジカに利用され
やすいササ類の食痕に注目しています（写真２、
３、４）。冬期にササ類の常緑の葉は、他の植物
（の部位）に比べて相対的に栄養価が高いとされて
おり、また大きな群落になりやすいことから、質的
量的に優れた冬の餌となっている可能性が考えられ
ます。カモシカもササ類を利用するとの報告もあり
ますが、これまでのところ東北地方で採取したクマ
イザサやチシマザサ、チマキザサなどの食痕から
は、ニホンジカのDNAだけが検出されています。

連携による取り組み
　このように森に入って新しい痕跡を探す調査は、
小人数ではわずかな範囲しか調べられません。そこ
で森林総合研究所東北支所では、令和元年度の支所
研究プロジェクトとして、多くの機関との連携協力
のもと、効果的な痕跡の探索、収集方法を模索しな
がら、秋田県内のニホンジカ生息状況、越冬地の特
定（秋田県林業研究研修センター）と農業被害の状
況（秋田県教育庁文化財保護室）、白神山地周辺の
生息状況と越冬地の特定（東北森林管理局津軽白神
森林生態系保全センター、同藤里森林生態系保全セ
ンター、東北地方環境事務所西目屋自然保護官事務
所）に取り組んでいます。

写真１：ニホンジカの群れ（2018年1月、田沢湖畔）

写真２：歯形が残るクマイザサの食痕

写真３：ニホンジカの吻部　
　　　　（麻酔中）

写真４：さらに食われたクマ
　　　　イザサ

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
へ
の
参
加
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、最
近
に
お
け
る
森
林
の
荒
廃

が
著
し
く
進
ん
で
い
る
実
態
に
危
機
感
を
持
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、野
生
動
物
に
よ
る
作

物
の
食
害
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、ク
マ
と
の
遭
遇
も
地
元
新
聞
に
毎
日

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

事
実
私
も
こ
こ
毎
年
、里
山
山
中
で
ク
マ
と
遭

遇
し
て
い
ま
す
。40
年
以
上
山
に
入
っ
て
い
ま

わ
か
り
ま
す
。

　
緑
環
境
税
の
導
入
も
視
野
に
入
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。お
金
も
大
事
で
す
が
、人
が
住
ま
な

い
こ
と
に
は
里
山
の
環
境
は
守
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、こ
の
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
の
一

環
と
し
て
、ブ
ー
タ
ン
王
国
へ
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
は
自
然
と
一
体
化
し
た
、

地
産
地
消
の
生
活
が
つ
ぶ
さ
に
見
ら
れ
、過
去

の
日
本
で
言
え
ば
、昭
和
三
十
年
代
初
期
の
頃

の
生
活
が
見
ら
れ
ま
し
た
。国
土
面
積
は
九
州

よ
り
若
干
小
さ
い
と
こ
ろ
に
、八
十
万
人
弱
の

人
口
な
の
で
、地
産
地
消
が
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
現
状
は
と
い
う
と
、狭
い
国
土
に

一
億
二
千
万
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
た

め
、資
源（
食
料
・
燃
料
・
木
材
等
）に
関
し
て

輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。と
い
う
こ
と

は
、他
国
の
多
大
な
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。森
林
大
国
の
こ

の
国
土
の
有
効
活
用
を
、も
っ
と
も
っ
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
へ
ど
う
引
き

継
い
で
い
く
の
か
、我
々
の
世
代
に
課
さ
れ
た

課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

す
が
、ク
マ
と
遭
遇
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
里
山
の
こ
こ
ま
で
に
至
る
荒
廃
の
原
因
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
見
る
と
、効
率
及
び

経
済
優
先
の
こ
の
国
の
こ
れ
ま
で
の
政
策
が
大

き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
へ
の
効
率
優
先
・
競
争
教
育
に
よ

る
価
値
観
が
、人
口
の
都
市
へ
の
一
極
集
中
を

推
し
進
め
、そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、地
方
の
衰

退
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
地
方
の
小
・
中
学
校
は
児
童
及
び
生
徒
数
の

激
減
で
、里
山
近
辺
の
学
校
が
町
の
学
校
へ
の

集
約
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
の
が
現
実
で

す
。こ
れ
で
は
、里
山
を
守
る
次
の
世
代
へ
の

引
継
ぎ
が
で
き
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
で

す
。こ
の
よ
う
な
中
で
、山
の
境
界
線
が
地
元

米
沢
市
の
場
合
、全
体
の
９
割
が
わ
か
ら
な
い

の
だ
そ
う
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、今
の
山
林

所
有
者
が
い
か
に
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
か
が

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て

米
沢
市

　青
木

　広
明

国有林モニターからの便り
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痕跡の特定からはじめるニホンジカ対策
森林総合研究所東北支所　高橋　裕史

ー columnー
森のおはなし

ニホンジカをめぐる状況
　東北地方にニホンジカが分布を広げて生息数を増や
しており（写真１）、深刻な農林業被害の発生が懸念
されます。増えすぎたニホンジカの生息数抑制は、関
東以西や北海道のように、食害が看過できないレベル
で発生したり、大きな群れを頻繁に目撃したりする状
況になってから始めたのでは、膨大な労力と時間がか
かり、なかなかうまくいきません。一方、私たちは計
画的にニホンジカを低密度な状態のままに抑制する経
験や実績を持たないため、それを効果的に達成するま
でには相当な試行錯誤が必要になるでしょう。した
がって、ニホンジカの生息数がまだ少ない間に、なる
べく早く生息を検出する技術を確立しておく必要があ
ります。

対策のカギは越冬地
　東北地方でニホンジカが生き延び、生息数を増や
していくためには、厳しい冬をどこかでやり過ごす
必要があり、この越冬地を把握することが対策では
重要になります。積雪によって行動が制約される雪
国では、周辺より積雪が少なく、餌場となるササや
灌木の豊富な伐開地などに隠れ場となるスギ林が組
み合わさった場所が、越冬地としてニホンジカが集
まりやすいことが他地域の事例からわかっていま
す。生息数を抑制するための捕獲を行うにしても、
ニホンジカが少数ずつ散らばっている夏より、越冬
地に集まっている冬の方が、効率的に捕獲できそう
です。

越冬地を見つけ出す
　ある期間ある地点にニホンジカが滞在すると、食
痕や糞、寝跡などの生活痕跡が残ります。冬の間に
残された痕跡を探し、それがニホンジカによるもの
とわかれば、越冬地を特定することができます。ニ
ホンジカとカモシカが混在する地域では、食痕や糞
などの痕跡がどちらのものなのか見た目では正確に
区別できませんが、「ニホンジカ・カモシカ識別
キット」を用いることで確実に判別できるようにな
りました（詳細は、岩手の林業741号を参照）。こ
の方法では、食痕や糞に付着しているDNAを利用

しますが、DNAは時間の経過とともに分解、消失
していくため、なるべく新しい痕跡を見つける必要
があります。
　現在私たちは冬の餌としてニホンジカに利用され
やすいササ類の食痕に注目しています（写真２、
３、４）。冬期にササ類の常緑の葉は、他の植物
（の部位）に比べて相対的に栄養価が高いとされて
おり、また大きな群落になりやすいことから、質的
量的に優れた冬の餌となっている可能性が考えられ
ます。カモシカもササ類を利用するとの報告もあり
ますが、これまでのところ東北地方で採取したクマ
イザサやチシマザサ、チマキザサなどの食痕から
は、ニホンジカのDNAだけが検出されています。

連携による取り組み
　このように森に入って新しい痕跡を探す調査は、
小人数ではわずかな範囲しか調べられません。そこ
で森林総合研究所東北支所では、令和元年度の支所
研究プロジェクトとして、多くの機関との連携協力
のもと、効果的な痕跡の探索、収集方法を模索しな
がら、秋田県内のニホンジカ生息状況、越冬地の特
定（秋田県林業研究研修センター）と農業被害の状
況（秋田県教育庁文化財保護室）、白神山地周辺の
生息状況と越冬地の特定（東北森林管理局津軽白神
森林生態系保全センター、同藤里森林生態系保全セ
ンター、東北地方環境事務所西目屋自然保護官事務
所）に取り組んでいます。

写真１：ニホンジカの群れ（2018年1月、田沢湖畔）

写真２：歯形が残るクマイザサの食痕

写真３：ニホンジカの吻部　
　　　　（麻酔中）

写真４：さらに食われたクマ
　　　　イザサ
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り
、
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
景
観
を
な
す
「
葛

丸
川
渓
流
」
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
の
舞
台

で
も
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
葛
丸
川
中
流
に
は
、
国
内
で
も
珍
し
い
「
親

子
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
ダ
ム
の
片
方
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
親
子
ダ
ム
の
特
徴
は
、
葛
丸

ダ
ム
と
山
王
海
ダ
ム
の
２
つ
の
ダ
ム
が
導
水
ト

ン
ネ
ル
と
取
水
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て

い
る
点
で
す
。
親
子
ダ
ム
は
、
下
流
の
広
大
な

農
業
地
帯
に
安
定
し
た
水
を
送
る
た
め
に
、
昭

和
19
年
頃
か
ら
国
営
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
下
流
に
位
置
す
る
大
瀬
川
地
区
は

も
と
よ
り
、
隣
町
ま
で
水
田
が
広
が
っ
て
い
る

状
況
を
見
る
と
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
恩
恵
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
葛
丸
ダ
ム
か
ら
下
流
に
進
む
と「
た

ろ
し
滝
」
と
い
う
名
称
で
知
ら
れ
る
、
厳
冬
期

に
姿
を
現
す
珍
し
い
滝
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
勤
務
す
る
石
鳥
谷
森
林
事
務
所
は
岩
手

県
花
巻
市
の
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
花
巻
市

の
一
部
に
あ
た
る
約
６
千
Ｈ
Ａ
の
国
有
林
を
管

轄
し
て
い
ま
す
。

　
当
森
林
事
務
所
か
ら
東
側
に
は
北
上
山
地
、

西
側
に
は
奥
羽
山
脈
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

す
ぐ
近
く
に
は
東
北
地
方
で
最
大
の
北
上
川
が

流
れ
て
い
る
景
色
の
良
い
場
所
で
す
。
花
巻
市

と
い
え
ば
宮
沢
賢
治
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
有

名
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
郷
土
芸
能
や
歴
史
な

ど
の
文
化
財
も
多
く
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
石
鳥
谷
町
は
、
日
本
三
大
杜
氏
の
一

つ
で
あ
る
南
部
杜
氏
の
里
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
森
林
事
務
所
管
内
の
国
有
林
に
つ

い
て
も
一
部
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
務
所
か
ら
北
西
側
に
あ
た
る
葛
丸
川
山
国

有
林
に
は
、
山
懐
か
ら
流
れ
だ
す
葛
丸
川
が
あ

　
こ
の
地
方
で
は
、「
つ
ら
ら
」
の
こ
と
を
「
た

ろ
し
（
垂
氷
（
た
る
ひ
）
が
な
ま
っ
て
）」
と
言

い
ま
す
。
沢
水
が
寒
さ
に
よ
っ
て
山
の
中
腹
で

凍
り
つ
き
、
高
さ
約
13
ｍ
、
太
さ
数
ｍ
の
巨
大

な
氷
柱
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
た
ろ
し

滝
」
で
す
。
こ
の
「
た
ろ
し
滝
」
の
太
り
具
合

に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
稲
作
の
作
柄
を
占
う
習

わ
し
が
あ
り
、
昭
和
50
年
か
ら
毎
年
測
定
し
て

い
ま
す
。
氷
柱
の
太
さ
の
過
去
最
大
は
、
昭
和

53
年
の
8.0
ｍ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
２

月
11
日
の
「
た
ろ
し
滝
」
の
測
定
会
の
結
果
は

氷
柱
が
滝
つ
ぼ
ま
で
届
か
ず
測
定
不
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
部
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
住
民

の
方
々
と
の
連
携
や
協
力
が
あ
っ
て
森
林
官
業

務
ま
た
は
国
有
林
の
事
業
が
成
り
立
っ
て
お

り
、
よ
り
身
近
な
国
有
林
と
な
る
よ
う
気
を
配

り
な
が
ら
今
後
も
業
務
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
当
森
林
事
務
所
の
管
内
は
、
川
上

は
自
然
豊
か
で
川
下
は
文
化
的
で
す
ば
ら
し
い

場
所
で
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
い
わ
て
花
巻
空

港
や
新
花
巻
駅
、
花
巻
Ｉ
Ｃ
、
国
道
４
号
線
と

ア
ク
セ
ス
も
良
い
で
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

身近な存在へ
岩手南部森林管理署　森林官（石鳥谷担当区）　遠藤 祥五

新緑の葛丸川

葛丸ダムと葛丸川山国有林（ダムの左上側）

たろし滝の氷柱
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column

　新緑の眩しい春山シーズン到来です。まだ林内の
下草が生い茂る前、意外と目に付くタヌキの溜め糞
①を小枝など使ってひっくり返してみると･･･小さ
な昆虫が潜んでいるかもしれません。今回ご紹介す
るのは動物の糞や死体を食べる『糞虫（フンチュウ）』
と呼ばれるコガネムシの仲間で、中でもオスが立派
な角をもつ３種類です。
　日本に約160種生息している糞虫は、まさかと思
われるかもしれませんが昆虫愛好家には人気があ
り、中でもツノコガネの角に魅了されて糞虫の虜に
なる、という方が多いようです②。体長10mm前後
のツノコガネは糞虫の中では比較的大型で、角のあ
るオスとないメス③はさながらカブトムシのミニ
チュア版です。タヌキやニホンジカなど野生獣の糞
のほかに、牛馬の糞にもよく集まり観察しやすい種
類です。体長22mm程のミヤマダイコクコガネ④は
夜行性で、糞の下に掘られたトンネルを目印にス
コップで掘り進めると見つかりますが、牧場近くの
灯りに集まる事もあるので狙い目です。

　ゴホンダイコクコガネ⑤は体長約14mmで、その
名の通りオスの胸部に４本、頭部に1本、合計5本の
角を持ち日本産コガネムシ屈指の造形美を誇りま
す。ダイコクコガネの仲間はメスが子育てをするこ
とで有名で、糞の下に巣穴を掘り、そこに糞を運び
入れて卵１粒につき１個の糞玉＝育児球を作ります
⑥。孵化した幼虫は育児球の内部を食べて成長し、
その中で蛹から成虫になるのですが、メスはその間
つきっきりで育児球表面のカビを取り除いたり修理
をしたりするのです。⑥の育児球の上部には窓が空
いていて、中には羽化した新成虫がチラリと見えま
した。子育ては無事成功した様子です。
　糞虫達は動物の糞や死体を食べる“分解者”とし
て注目されますが、森林生態系においては種子散布
者としても重要な役割を担っています。獣糞に含ま
れる未消化の種を、糞という肥料と一緒に地中に埋
めてくれるのです。糞虫は見た目が格好いいし子育
てするし種もまく･･･魅惑的でしょう？

④ミヤマダイコクコガネ♂ ⑤ゴホンダイコクコガネ♂♀ ⑥育児球の世話をするゴホンダイコクコガネ♀

①タヌキの溜め糞 ②ツノコガネ♂ ③ツノコガネ♀

魅惑の糞虫
藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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神の岩橋（吊り橋）と美しい紅葉

回願（みかえり）の滝

抱返り渓谷は東北の「耶馬溪」と称される

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

秋
田
森
林
管
理
署
管
内

抱
返
り
渓
谷

だ
き
が
え

け
い
こ
く

　
抱
返
り
渓
谷
は
、
秋
田
県
仙
北
市
に
あ
る
田
沢
湖
の
南

側
に
位
置
し
、
田
沢
湖
抱
返
り
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
抱
返
り
風
景
林
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
地
形
が
非
常
に
急
峻
で
、

狭
い
道
を
人
が
す
れ
違
う
際
に
、
互
い
を
抱
き
あ
っ
て
振

り
返
っ
た
こ
と
に
因
む
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
抱
返
り
渓
谷
は
国
道
46
号
か
ら
県
道
50
号
に
入
り
約
６

㎞
で
駐
車
場
に
到
着
し
ま
す
。
車
を
降
り
る
と
、
抱
返
神

社
が
見
え
て
き
ま
す
。
神
社
の
参
道
が
遊
歩
道
の
入
口
で

す
。

　
抱
返
り
渓
谷
は
、
玉
川
と
生
保
内
川
が
合
流
し
神
代
調

整
池
か
ら
約
10
㎞
の
渓
谷
が
続
き
ま
す
。
玉
川
温
泉
か
ら

流
れ
出
た
酸
性
の
水
が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
見
え
、

周
り
の
緑
と
マ
ッ
チ
し
幻
想
的
な
、
ま
る
で
「
名
画
」
で

も
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

  

歩
道
を
歩
い
て
行
く
と
、
吊
り
橋
や
手
彫
り
の
ト
ン
ネ

ル
が
３
つ
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
「
回
願
（
み
か
え
り
）
の
滝
」
が
現
れ
ま
す
。

　
抱
返
り
渓
谷
を
代
表
す
る
「
回
願
の
滝
」
は
、
抱
返
神

社
か
ら
約
1.5
㎞
、
片
道
30
分
程
の
道
の
り
で
す
。
落
差
約

30
ｍ
で
、
女
性
の
着
物
姿
を
思
わ
せ
る
、
白
い
衣
を
ま

と
っ
た
様
に
見
え
、
そ
の
美
し
さ
を
振
り
返
っ
て
ま
た
見

た
く
な
る
こ
と
か
ら
「
回
願
（
み
か
え
り
）
の
滝
」
と
命

名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
抱
返
り
渓
谷
は
古
都
角
館
や
日
本
一
深
い
田
沢
湖
か
ら

も
近
く
、
春
の
新
緑
か
ら
秋
の
紅
葉
ま
で
見
応
え
の
あ
る

所
で
す
の
で
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
森

林
浴
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

秋
田
森
林
管
理
署

〒
０
１
９-

２
６
０
１
　
秋
田
県
秋
田
市
河
辺
和
田
字
和
田
１
５
６-

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８-

８
８
２-

２
３
１
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８-

８
８
２-

２
６
１
４

（
秋
田
県
仙
北
市
）

※

写
真
は
仙
北
市
よ
り
提
供

◎交通アクセス　
　角館駅から抱返り渓谷駐車場まで車で約15分（8Km）

　　　　　国道46号
至　角館 至　田沢湖

神代駅 JR田沢湖線

県道50号
抱返神社

駐車場

田沢湖

抱返り渓谷


